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研究成果の概要（和文）：古代日本においては、律令制の導入に続いて、８世紀になってから礼の本格的な導入
が始まり、９世紀には儀式書の成立という形に結実する。その後９世紀から１２世紀にかけての古代から中世の
変革期において、中国の礼を受容して形成された儀式が支配構造との関係でどのように変容したかを、中国の賓
礼や軍礼、凶礼などに該当する儀式を検討することによって明らかにした。また、同時期の中国や朝鮮半島諸国
の礼や儀式の変化と比較することによって、日本の儀式の変化の特徴に迫った。その結果、中国において当該期
に礼や儀礼が庶民化すること、皇帝権力の伸長により変化があることなどが確認された。

研究成果の概要（英文）：In ancient Japan, following the introduction of the rule system from China, 
the full-scale introduction of courtesy from China began in the 8th century, and in the 9th century 
it was fruited as a ritual text. By examining Japanese rituals applicable to the Chinese rituals of 
guests, omen rituals, military rituals, etc., we clarified how the Japanese rituals formed by 
accepting China's courtesy were transformed in relation to the dominant structure, in the 
transformation period from ancient times to the medieval times in the 9th century through the 12th 
century. In addition, by comparing changes in rites and ceremonies in Japan of those in China and 
countries in the Korean Peninsula in the same period, we approached the characteristics of the 
changes in the ritual of Japan.
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１．研究開始当初の背景 
  古代日本は、７世紀以降、白村江戦を契機

に中央集権国家形成のために、唐の律令制を

積極的に導入するに至った。古代日本では、

社会構造が中国とは異なるため、社会的規範

である礼をそのままは継受せず、礼的内容を

含む律令を継受し、８世紀に大宝律令と養老

律令が成立した。養老の遣唐留学生・天平勝

宝の遣唐副使であった吉備真備が唐礼を将

来し、礼の本格的継受が開始された。この後、

８世紀半ばから９世紀半ばにかけての礼の

継受は、主に儀式の成立という形で行われ、

平安時代前期には、『内裏式』『内裏儀式』『儀

式』の儀式書が朝廷によって編纂された。た

だし、それは神話的・氏族制的イデオロギー

に代わる新しい政治的イデオロギーとして

の側面が強かった。すなわち、日本の儀式は、

あくまでも朝廷内における秩序維持のため

のもので、そのため支配構造との関係が深く、

社会的規範としての性格をもたなかった。 

  このように礼を継受した日本の儀式につ

いての研究は１９８０年代から盛んになっ

てきたが、従来の研究は、貞観年間（９世紀

半ば）で終わっている。その後１０世紀以降

は、致敬礼・車礼・路頭礼など狭義の礼節に

限定されていくとされている。一方で、これ

らの礼は中世以降、武家や民衆にも浸透して

いき、社会的規範となっていくことが指摘さ

れている。しかし、９世紀半ば以降について

の詳しい研究はない。 

 

２．研究の目的 
古代日本は中国から律令制をはじめ様々な

制度や文化を受容して文明化を行った。中国

では、律令と並んで社会的規範である礼が編

纂されたが、日本では、８世紀になって礼の

本格的な導入が始まり、９世紀に儀式書とい

う形に結実する。日本の儀式は、朝廷内にお

ける秩序維持のためのものだった。その後、

日本では礼の受容は後退するとされているが、

本当にそうなのだろうか。本研究では、9 世

紀半ば以降１２世紀にかけての古代から中世

への変革期において、礼を受容して形成され

た儀式が支配構造との関係でどのように変容

し展開していくのかを、同時期の唐宋変革期

の中国や朝鮮との比較によって、相対的に明

らかにすることを目的とする。その結果、日

本の基盤的社会と文化の成立過程、そして日

本の基盤的社会と文化が有する中国および朝

鮮との関係性と同時代性が明確になると考え

られる。 

 

３．研究の方法 
９世紀半ば以降１２世紀にかけての日本の

儀式について、（１）政治的儀式と中国の吉

礼・嘉礼、（２）喪葬儀式と凶礼、（３）外

交儀礼と賓礼、（４）生活における礼の導入

（書札礼・致敬礼・車礼・路頭礼等）、（５）

礼の背景の５グループに研究代表者・研究分

担者と連携研究者、国内外の研究協力者が分

かれて各々研究を行う。その際、支配構造と

の関係を考慮する。 

第１グループは、研究分担者の大隅・藤森・

金子・桑野、研究協力者の末松が担当して、

政治的儀式の変化と中国の吉礼・嘉礼および

関連する儀式の変化を比較検討する。第２グ

ループは、研究分担者の稲田と連携研究者の

松岡が担当し、日本古代における喪葬儀式が

中国の凶礼をいかに継受し変容させたかを、

唐代後半期から北宋の礼の新しい動向と比較

して解明する。第３グループは、研究分担者

の石見が担当し、唐代後半期から北宋にかけ

ての中国を中心とした新たな国際関係と賓礼

について考察する。第４グループは、研究代

表者の古瀬と連携研究者の野田が担当し、日

本の生活における礼の導入と中国との比較を

行う。第５グループは、軍礼および礼の背景

について、連携研究者の安田・和田、研究協

力者の吉永・武井が担当する。 

毎年３回公開研究会および国際シンポジウ

ムを開催して、それぞれの研究成果を発表し、



問題を共有化する。その際、中国や台湾、韓

国から中国史の研究者を招聘して、中国、朝

鮮半島と日本の礼と儀式について比較の視点

から意見交換を行う。また、中国・台湾・韓

国において礼制に関する史跡・遺跡や史料の

現地調査を行い、研究に反映する。 

 

４．研究成果 

  2016年度には、7月と３月に国際シンポジウ

ムを行った。７月には「外交関係と賓礼」を

テーマに、拝根興（中国・陝西師範大学）「唐

朝的賓礼儀式及其実施考論——以与新羅的交往

為中心」、河上麻由子（奈良女子大学）「９

～１０世紀の外交と仏教」、廣瀬憲雄（愛知

大学）「延喜年間日本の外交儀礼―朝政と食

事の時刻から―」、谷田淑子「渤海使の帯び

る渤海官職の再検討」の報告を行った。その

結果、唐における新羅に対する賓礼の具体相、

唐の後の五代における対外交流と僧侶の関与、

１０世紀の日本における外交儀礼と朝政の関

係、日本への渤海使の有する官職についてな

ど、唐代後半期以降の外交関係と賓礼に関し

て新たな局面が明らかとなった。 

３月には、趙晶（中国政法大学）「唐令復

原再思考－以令式分辨為線索」、末松剛（九

州産業大学）「平安時代の饗宴－「望月の歌」

再考－」、稲田奈津子（東京大学史料編纂所）

「喪葬儀礼と文字資料－随葬衣物疏を中心に

－ 」、矢越葉子（明治大学PD）「北京調査報

告 ―中国国家博物館「絲綢之路」展と中国国

家典籍博物館―」の報告を行った。 

  2017年度には、７月に「喪葬儀式と凶礼」

をテーマに、呉麗娯（元中国社会科学院）「中

古舉哀儀溯源」、稲田奈津子（東京大学史料

編纂所）「殯宮の再検討」、山下洋平（九州

大学人文科学研究院）「北魏孝文帝の国政改

革と臣下服喪儀礼」、桑野栄治（久留米大学）

「朝鮮仁祖代における対明遥拝儀礼の変容―

明清交替期の朝鮮―」の報告を行った。中国

の凶礼である挙哀儀について、漢代以後に挙

哀と臨弔が分離して成立し、両晋以後に正式

化して整備され、唐宋に至るまでその制度は

およそ同じである。ただし、宋代には皇帝は

大功親と二品以上に対してのみ挙哀儀を行い、

皇帝権力のあり方と門閥制から官僚制への変

化を反映している。外国君主にも行う点が、

宋代の外交の必要性を示していることなどが

明らかになった。 

 また、２年間の研究成果などを集めて、『東

アジアの礼・儀式と支配構造』（吉川弘文館、

2018年3月）を刊行した。 

2018 年度には、８月と３月に国際シンポジ

ウムを行った。８月には「軍礼と兵制」をテ

ーマに、王 博（中国社会科学院） 「唐代軍

礼の成立前提とその性格について―田狩礼

を中心にして」、吉永 匡史（金沢大学） 「日

唐の射礼と支配秩序―唐軍礼の継受をめぐ

って」、大隅 清陽（山梨大学）「平安前中期

内裏における天皇の玉座について」の報告を

行った。３月には「礼の導入と変容」をテー

マに、甘懐真（国立台湾大学）「『通典』か

ら見る八世紀中国の教化観念（「從《通典》

看第八世紀中國的教化觀念」）」、古瀬奈津子

「敦煌の吉凶書儀の展開と日本の往来物に

ついて」、石見清裕（早稲田大学）「『大唐開

元礼』のその後―唐後半期の儀礼書論議―」

の報告を行った。 

また、2018 年度 9月に、台湾に赴き、故宮

博物院において『宋刑統』・『唐律疏議』元刊

本、中央研究院歴史語言研究所において『広

開土王碑』原石拓本、居延漢簡、国家図書館

において『開元礼』写本、校勘記などの史料

調査を行った。 
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